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１．iPad 活⽤のポイント 
（１）本時の⽬標 
ルールを調整したり、新しく遊びを体験したりしてはじくことを深める 
（２）活⽤アプリ 
ロイロノート 
（３）GIGA 端末以外で利⽤した機器 
なし 
（４）アプリの活⽤場⾯と⽬的 
■ オンライン ▢ オフライン 
授業での活⽤場⾯（授業概要） 
 ピンポン⽟を使った運動には、様々な⾯⽩さがあります。３年⽣の⼦どもたちには、⽤具を使って
ピンポン⽟をはじく運動を通して、運動することを楽しみながら、巧みな動きを⾝に付けてほしいと
願っています。体つくり運動として本単元を提案するのは、⼦どもが感じる⾯⽩さが「ボールをはじ
くこと」に基づくと考えたからです。 

第４時となったこの時間は、運動する中で⾝に付く「はじく」を広げます。ビックピンポンの○○
を⾒付けるためにはただ運動をするだけではなく、ルールを調整し、より○○に近づくようにしたり、
新しい遊びを体験することで、違った○○を経験したりすることが求められます。そのため、本時は
第３時を受け、さらに○○にするために、⼦どもたちが運動を考えたり、運動の⾏い⽅を考えたりす
る時間となります。そうした関わり合いの中ではじくことが深まることをねらいとしています。 

 
 

2．iPad 活⽤の画⾯例（写真等） 
 ⼦どもたちが新たな遊びと出合うきっかけは、ひらめきや友達とのかかわりにあります。だからこ
そ、⾃分がどんな活動をして、どんな学びをしたのかを共有できるロイロノートの仕組みが利⽤でき
ると考えました。さらに、写真や動画ではなく、絵や⾔葉で表現するよう指⽰しました。その理由は、
⼦どもたちがやってみようと意思決定するまでに、⾃ら想像することや友達とかかわることを⾃然発
⽣的に⽣みたかったからです。動画では、⾒てすぐにやってみようと真似することができます。しか
し、絵や⾔葉では、全てが伝わらないからこそ、想像することや友達とかかわる必要性が出てきます。 
 ⼦どもたちは授業の中で、気になる遊びをしている⼦どもがいれば
⾃然に関わっていました。それは、ロイロノートで振り返りを共有す
る際に、あえて写真や動画を使わなかったからでもあると思います。
また写真や動画を撮りながらの活動をすると、⼤切にしたい遊びの時
間がいつの間にか削られてしまうことがあります。だからこそ、あえ
て写真や動画を使わない共有が、⼦ども達同⼠のかかわりを促進させ
る効果があったと感じています。 



 

３．効果と課題 
（１）iPad（アプリ）を活⽤して効果的だった点 
⼀⻫学習 ■ 教師による教材の提⽰ 
個別学習 ■ 個に応じた学習 ▢ 調査活動 ■ 思考を深める学習 
 ■ 表現・制作 ▢ 家庭学習 ▢  
協働学習 ■ 発表や話し合い ■ 協働での意⾒整理 ■ 協働制作 
 ▢ 学校間の交流 ▢ 家庭学習 ▢  
 ・ 話合いのきっかけになったり、⾃分たちの活動を振り返ることに役⽴ったりした。 
 ・ 撮影時間がないため、活動時間を⼗分に確保できた。 
（２）iPad（アプリ)を活⽤して課題に感じた点 
⼀⻫学習 ▢ 教師による教材の提⽰ 
個別学習 ■ 個に応じた学習 ▢ 調査活動 ■ 思考を深める学習 
 ▢ 表現・制作 ▢ 家庭学習 ▢  
協働学習 ■ 発表や話し合い ▢ 協働での意⾒整理 ▢ 協働制作 
 ▢ 学校間の交流 ▢ 家庭学習 ▢  
 ・ 振り返りは⾔葉や絵、図などで⾏うように指⽰していたが、写真や動画で記録したいという⼦

どももいた。 
 ・ ⾔葉や絵、図で表すことが難しく、短い⽂で表現したいことを書き切らすに終える⼦どももい

た。 
 

 
 


